
深
瀬
泰
旦

と
ら
ふ
み

明
治
初
年
に
海
軍
医
官
と
し
て
活
躍
し
た
大
軍
医
奥
山
虎
章
は
、
弘

化
四
年
（
一
八
四
七
）
一
二
月
四
日
に
生
ま
れ
た
。
父
上
山
藩
医
奥
山
玄

と
ら
た
か

仲
虎
位
は
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
発
起
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
設
立
資
金
を
拠

と
ら
あ
き
ら

出
し
た
一
人
で
あ
り
、
兄
奥
山
玄
省
虎
炳
は
旧
幕
時
代
に
は
歩
兵
屯
所

附
医
師
で
あ
り
、
の
ち
明
治
新
政
府
に
つ
か
え
て
海
軍
大
医
監
に
昇
進

し
た
。奥

山
虎
章
は
海
軍
出
仕
ま
で
は
玄
良
を
名
の
っ
て
お
り
、
そ
の
名
の

初
出
史
料
は
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
で
あ
る
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

八
月
五
日
に
横
浜
軍
陣
病
院
手
伝
に
任
命
さ
れ
、
戊
辰
戦
争
に
よ
る
負

傷
兵
を
う
け
い
れ
て
い
た
こ
の
病
院
で
治
療
に
あ
た
っ
た
。
同
年
秋
東

京
下
谷
に
大
病
院
が
創
立
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、
玄
良
は
一
○
月
八

日
、
患
者
と
と
も
に
大
病
院
に
転
勤
し
た
。
こ
の
さ
い
の
辞
令
に
は
病

院
医
師
試
補
手
伝
と
と
も
に
、
「
通
弁
役
」
を
申
し
つ
け
ら
れ
た
と
あ
り
、

二
月
一
○
日
に
病
院
医
師
試
補
に
昇
進
し
た
。
通
弁
役
を
兼
任
し
た

の
は
、
玄
良
の
英
語
の
才
能
が
ぬ
き
ん
で
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
鹿
児
島
医
学
校
の
創
立
に
あ
た
っ
て
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
を
た
す
け
て
教
員
と
し
て
生
徒
の
指
導
に
あ
た
っ

た
石
神
良
策
ら
と
と
も
に
、
奥
山
玄
良
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
玄
良
は

横
浜
軍
陣
病
院
以
来
の
ウ
ィ
リ
ス
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
鹿
児
島
医
学

三
人
の
玄
良
と
一
人
の
虎
章

ｌ
ｌ
ｌ
海
軍
大
軍
医
奥
山
虎
章

校
創
立
時
に
ウ
ィ
リ
ス
と
と
も
に
西
下
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鹿
児

島
に
お
い
て
医
学
校
や
病
院
の
管
理
運
営
に
あ
た
っ
た
医
師
が
、
す
べ

て
薩
摩
藩
関
係
者
で
は
な
く
、
藤
田
圭
甫
、
三
田
村
忠
国
、
加
賀
美
光

賢
な
ど
に
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
。

虎
章
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
二
四
日
上
京
し
て
海
軍
病
院
医

官
に
就
任
し
、
以
後
累
進
し
て
大
軍
医
に
す
す
み
、
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
一
二
月
一
八
日
に
海
軍
を
退
官
し
た
。
明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）

四
月
一
六
日
、
四
一
歳
で
病
没
し
た
。

奥
山
虎
章
の
横
浜
軍
陣
病
院
勤
務
以
前
の
医
学
伝
習
や
、
海
軍
退
官

後
の
消
息
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

虎
章
の
業
績
に
は
「
医
語
類
聚
」
や
『
独
和
医
学
字
典
」
編
募
と
、

『
講
筵
筆
記
』
の
翻
訳
（
共
訳
）
出
版
が
あ
る
。

『
医
語
類
聚
」
は
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
詞
○
三
亀
口
巨
侭
房
○
口
（
一
七
九
八
’

一
八
六
九
）
の
坐
ミ
ミ
ロ
ミ
ご
苫
負
ミ
ミ
ミ
ミ
詩
ミ
の
凰
豊
尽
負
苫
輿

伊
爵
ミ
ミ
愚
を
底
本
と
し
た
英
和
医
語
辞
典
で
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
出
版
さ
れ
た
。
本
文
二
六
八
ペ
ー
ジ
、
収
録
語
数
は
六
千
語
あ
ま
り
、

附
録
と
し
て
「
骨
之
表
」
「
動
脈
分
枝
略
表
」
な
ど
が
あ
り
、
合
計
三
二

○
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
明
治
二
年
（
一
八
七
八
）
に
増
訂
第
二

版
が
出
版
さ
れ
、
本
文
三
三
二
ぺ
ｌ
ジ
、
語
数
は
お
よ
そ
七
千
五
百
語

で
、
附
録
を
あ
わ
せ
て
四
三
三
ペ
ー
ジ
を
か
ぞ
え
る
に
い
た
っ
た
。
お

よ
そ
三
五
％
増
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
初
年
の
わ
が
国
の
医
学
は
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
退
潮
し
た
あ
と

を
う
け
て
主
流
は
英
米
医
学
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
医
学
は
む
し
ろ
こ
れ
か

ら
と
い
う
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
を
考
え
る
と
、
英
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『
講
筵
筆
記
」
は
海
軍
病
院
で
お
こ
な
わ
れ
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ホ
イ
ー

ラ
ー
（
一
八
四
○
’
一
九
二
三
）
の
解
剖
学
講
義
を
、
奥
山
虎
章
と
半
井

成
質
と
が
共
訳
し
た
書
物
で
、
全
四
○
巻
、
明
治
四
年
九
月
に
海
軍
病

院
官
板
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

奥
山
虎
炳
が
そ
の
例
言
で

訳
例
專
ラ
先
輩
ヲ
師
効
シ
敢
テ
妄
爲
臆
造
セ
ズ
唯
細
微
ノ
部
分
未

夕
先
輩
ノ
訳
ヲ
経
ザ
ル
者
二
至
ラ
ハ
別
二
愼
ン
デ
訳
字
ヲ
創
シ
之

二
填
ッ
然
し
ド
モ
猶
其
ノ
妥
当
ヲ
欠
者
無
キ
ヲ
得
ズ
看
官
之
ヲ
諒

セ
ヨ

と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
ろ
適
切
な
訳
語
が
存
在
し
な
か
っ
た

た
め
に
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
か
な
り
の
苦
心
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
翻
訳
が
奥
山
虎
章
を
し
て
、
『
医
語
類
聚
」
を
編
纂
さ
せ
る

契
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

共
訳
者
の
半
井
成
質
は
こ
の
『
講
筵
筆
記
」
の
翻
訳
刊
行
に
よ
っ
て
、

明
治
七
年
二
月
に
海
軍
軍
医
寮
か
ら
賞
賜
を
う
け
て
い
る
の
で
、
奥

山
虎
章
も
同
様
の
賞
賜
を
う
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
奥
山
虎
炳
は
海
軍
病
院
に
お
い
て
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
や
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
講
義
を
、
海
軍
生
徒
の
た
め
に
通
訳
し
て
い
る

と
の
記
録
が
あ
る
の
で
、
海
軍
病
院
勤
務
で
あ
っ
た
虎
章
も
お
そ
ら
く

そ
の
任
に
あ
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。
（
一
九
九
五
年
四
月
例
会
）

米
医
学
の
教
科
書
が
か
な
り
広
範
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
英
和
医
語
辞

典
と
し
て
の
「
医
語
類
聚
」
は
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
原
著
以
上
に
ひ
ろ

く
む
か
え
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

今
年
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
教
授
（
乏
号
の
言
９
弓
『
且
詞
言
目
鴨
己
が
Ｘ

線
を
発
見
し
て
百
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

そ
の
間
、
放
射
線
医
学
は
著
し
い
発
展
を
と
げ
た
。
そ
こ
で
初
期
の

我
国
の
Ｘ
線
の
受
容
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
一
月
八
日
、
ド
イ
ツ
・
ヴ
ル
ッ
ブ
ル

グ
大
学
物
理
学
教
室
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
教
授
が
Ｘ
線
を
発
見
し
た
。
更
に

十
二
月
二
十
八
日
に
は
、
「
放
射
線
の
一
新
種
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
大

学
の
物
理
医
学
会
雑
誌
九
号
に
発
表
し
た
。

そ
の
半
年
後
の
明
治
二
十
九
年
五
月
三
十
日
、
丸
茂
文
良
は
、
私
立

医
学
校
「
済
生
学
舎
」
の
講
堂
で
学
生
を
集
め
、
Ｘ
線
発
生
装
置
を
作

り
、
自
分
の
懐
中
時
計
の
鎖
と
、
タ
バ
コ
及
び
二
銭
銅
貨
を
Ｘ
線
写
真

に
撮
影
し
、
学
生
達
に
Ｘ
線
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
（
こ
れ
が
我
国

の
医
学
者
と
し
て
初
め
て
の
Ｘ
線
発
生
実
験
の
成
功
で
あ
っ
た
）
。

当
時
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
教
授
の
Ｘ
線
発
見
の
報
は
、
一
月
六
日
に
ロ
ン

ド
ン
か
ら
海
底
電
信
で
全
世
界
に
報
道
さ
れ
た
。
し
か
し
日
本
に
は
伝

わ
ら
な
か
っ
た
。

日
本
に
情
報
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
汽
船
に
資
料
が
積
載
さ
れ
、
郵
便

に
よ
り
配
達
さ
れ
る
迄
に
、
二
カ
月
を
要
し
た
。
第
一
報
は
二
月
二
十

日
前
後
と
推
察
さ
れ
る
。

我
国
医
学
界
初
の
Ｘ
線
実
験

臨
床
講
義
者
・
丸
茂
文
良

唐
沢
信
安
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